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研究目的 

強磁場下での非共鳴および共鳴Ｘ線散乱手法を用いることにより、さまざまな磁場誘起相転移現象

に伴う結晶構造・電子構造・スピン構造の微小な変化を検出し、相転移機構を明らかにする 

実験ステーション BL-16A1(~2006.6), BL-3A(2007.1~), BL-4C 

2006 年の研究進捗状況 
16A から 3A への移設に伴い、強磁場 X 線散乱測定システムも 3A へ移動した。2007 年 2 月に立ち

上げを行い、現在、順調に稼動している。下記に 2006 年に行った研究による代表的な成果を記す。 
1） 層状銅酸化物 La2-xBaxCuO4(x=1/8)のストライプ秩序に対する磁場効果 

高温超伝導を示す銅酸化物 La2-xBaxCuO4 は x=1/8 において超伝導が抑制され、ストライプ短距

離秩序が生じる。CuO2 面に垂直に磁場を印加することで、磁場印加によるストライプの相関長が

成長するとともに、整合波数へ接近することが明らかになった。 
2） ペロブスカイト型バナジウム酸化物 DyVO3 における磁場誘起軌道秩序転移 

DyVO3(室温で Pbnm)は温度降下に伴い、195K、112K、64K、22K の４つの温度で相転移を起

こす。(401)反射強度の温度変化を測定した結果、22K 以下および 64K から 195K の間で G 型

反強磁性が現れることが明らかになった。b 軸方向に磁場を印加した状態での回折実験を行い、

磁化測定およびラマン散乱分光と比することで磁場温度平面における軌道秩序の相図を作製し

た。22K から 64K の間に存在していた別の軌道秩序相(C 型)が磁場印加によって消失すること

が明らかとなった。 
3） スピネル型酸化物における磁場誘起軌道相転移と巨大磁歪 

スピネル型バナジウム酸化物 MnV2O4 は、50K 付近でフェリ磁性転移を起こすと同時に立方晶

から正方晶へと転移する。磁場中回折実験より、転移温度直上で磁場を印加すると軌道秩序が

生じることがわかった。さらに、低温正方晶では磁場印加方向に c 軸が向いたドメインのみになる

という強弾性的な振る舞いが発見された。 
4） ペロブスカイト型マンガン酸化物薄膜における電荷・軌道整列の磁場印加による融解 

SrTiO3(110)基板上に成長させた Nd1/2Sr1/2MnO3 薄膜はバルクと同様の電荷軌道整列転移およ

び巨大磁気抵抗効果を示す。しかし、放射光回折実験によって、無磁場下での冷却過程では

強磁性金属相からＡ型反強磁性相に一度転移した後に電荷･軌道整列状態に転移することが

わかった。これはバルクの場合とは異なる逐次相転移である。ここに磁場を印加すると、Ａ型反

強磁性相が消失し、薄膜の一部のみが金属的になる相共存状態となる。この 2 相共存状態が巨

大な負磁気抵抗を発現させていることが明らかになった。 
なお、現在 BL-3A では、移相子を立ち上げ中である。立ち上げ後、入射光の偏光状態を操作した

多極子秩序の測定などを計画している。 
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